
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【新型コロナウイルス感染症拡大の対策についてのお願い】  

当館では新型コロナウイルス感染予防対策を行っております。そのためイベントの 

内容等が変更となる場合があります。また，ご来館の皆様には下記の対策について， 

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
   

・発熱や咳など風邪の症状がある方又は体調に不安のある方は，来館を 

ご遠慮ください。 

・マスクの着用（ご持参）にご協力をお願いいたします。 

・イベント開始前に手洗いや手指消毒用アルコールでの消毒を 

お願いします。 

〈 お申し込み方法 〉 
 
 ①イベント名    ②氏名・ふりがな  

③連絡先電話番号  ④参加人数（本人含む） 
 

を明記のうえ，下記の方法でお申し込みください。 

定員になり次第，申し込みを終了といたします。 
 

電 話：０７５-３４４-１３０５ 
（9時から 17時・水曜休館） 
 

ＦＡＸ：０７５-３４４-１３２７ 
（裏面に必要事項を記入し，送信ください） 
 

メール：rekihaku-jigyou@edu.city.kyoto.jp    
FAX・メールでのお申込みの方にのみ， 
確認後当館から返信いたします。 

〈 ワークショップ開催情報 〉 
 

日 時 ： 令和 4 年2 月 19 日（土） 

13 時半 から 16 時（受付 13時～） 

会 場 ： 京都市学校歴史博物館 ３階講義室 

定 員 ： 8 名（事前申し込み先着順） 

対 象 ： 中学生以上  

参加費 ： 無料（別途入館料￥200 が必要） 

持ち物 ： 筆記用具・マスク 

 

京都市学校歴史博物館では，2021（令和 3）年 12 月 5

日にワークショップ，「子どもたちと遊ぶプランを考えよ

う！ ―学校資料を活用し，『つなぐ』― 」を開催しまし

た。その結果，子どもたちの遊びに関して，参加者の過

去の学校における遊びの経験，つまり記憶という学校資

料を掘り下げてみることで，様々な新しい知見を得るこ

とができました（チラシの裏面をぜひご参照ください）。 

 好評を受け当館では，遊びについて考える，第 2 回目

のワークショップを開催します。今回もみなさんの学校

における遊びの経験をたよりにしながら，そして前回と

は少し異なる視点から，遊びのポテンシャルについて，

みんなで考えてみたいと思います。 

かつての学校における遊びの歴史に関心のある方，さ

らには遊びについて色々と考えてみたい方，ご参加を心

よりお待ちしています。 

TEL:075-344-1305(水曜休館)    
〒600-8044 
京都市下京区御幸町通仏光寺下る橘町 437 
FAX：075-344-1327 
http://kyo-gakurehaku.jp 
※駐車場はございません。 ※正面入口，御幸町通からお入りください。 

※ご来館の際はマスクの着用に 
ご協力ください。 京都市学校歴史博物館 

ワークショップ 
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主 催： 

ファシリテーター ：           林 潤平  （京都市学校歴史博物館 学芸員） 

                            肥後 祐亮氏（ワークショップ指導 ・ 講師 ） 
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お 申 し 込 表 
ＦＡＸ 

０７５-３４４-１３２７ 
※ＦＡＸ送信の際，表裏のお間違いにご注意ください。 
※ＦＡＸ番号のお間違いにご注意ください。 

下記に必要事項をご記入後，送信して 
ください 

み 

→ＦＡＸを確認後，当館からご記入いただいたＦＡＸ番号に返信いたします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都市学校歴史博物館・京都歴史文化施設クラスター実行委員会では，一昨年に学校資料に関するシンポジウムを，そして昨

年の 12月 5日に遊びに関するワークショップ（上部中央の画像を参照）を，それぞれ開催しました。今回のワークショップは，

前回に続く第 3回目の市民参加型イベントです。 

今回のワークショップでも，何よりも皆で楽しく，気楽に考えること，つまり「参加者一同が楽しく遊んでいるような気持ち」

になれることを，大切にしたいと考えています。 

みなさんの学校や地域にはどのような遊びがありましたか？みなさんの思い出や知識は，実は一つ横の学校へ行ってしまうと

誰も知らない，きわめて貴重な知見であるかもしれません。そして，そんなみなさんの経験が，現在の子どもたちの遊びをより

実り豊かにできる，とても大きな力であると考えています。みなさんのご参加を心よりお待ちしています。 

ファシリテーター： 
林 潤平         

（京都市学校歴史博物館学芸員） 

イベント名 

 
２/１９（土） ワークショップ  

学校資料から考える遊びの力と可能性 
   ―学校資料を活用し「つなぐ」，その２― 

 

参加代表者氏名 
(ふりがな) 

電 話 番 号 

参 加 人 数 
(本人含む) 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 
(必須) 

名 

この印刷物が不要になれば「雑がみ」として古紙回収等へ！ 

市民の皆さんが出してくれたアイデア 
(令和３年１２月のワークショップより) 

☆今回のワークショップは令和３年１２月に行われたワークショップ 
「子どもたちと遊ぶプランを考えよう！―学校資料を活用し，『つなぐ』―」 に続く 

市民参加型 のイベントです。 

 


